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○ 日時 2008 年 12 月 10 日（水）15:30～17:30 

○ 場所 静岡大学 大学会館ホール 

○ 講師 ヤマハ株式会社 取締役会長 伊藤修二氏 

  「均等と両立の実現をめざした経営 ～男女共同参画の取り組み～」 

○ コメンテーター 公立はこだて未来大学 教授 美馬のゆり氏 

 

今回、静岡大学の管理職にある教職員を対象に、女性研究者の活躍促進など本学の男女共

同参画の取組みの強化に資することを目的として、2005 年に「ファイミー・フレンドリー

企業表彰」の厚生労働大臣努力賞を、2008 年には「均等・両立推進企業表彰」均等推進企

業部門の静岡労働局長優良賞を受賞したヤマハ株式会社の伊藤会長をお迎えし、お話を伺

いました。 

 

 
 
   
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

静岡大学男女共同参画トップセミナー 

伊藤会長のご講演 

美馬先生のコメント 

質疑応答の様子 

「均等と両立の実現をめざした経営  

～男女共同参画の取り組み～」
 

伊藤会長の講演で印象に残ったこと（参加者アンケートより） 

・ 何故、男女共同参画を中期目標の重点事項にしたか 

・ ヤマハという企業の就業に対する姿勢が理解できた 

・ 静大よりすすんでいる 

・ 企業トップとしての考え方が興味深かった 

・ 男女共同参画を充実させるために、格差を是正する取り組み、上から

の率先した意識改革、制度の整備の重要性 

・ 5 時から会議をしない 

・ 理念のキーワードとしてあげた“感動を共につくる”に共鳴 

・ 仕事と家庭の両立支援 

・ 日本はどうしたら「スウェーデン」のようになれるか 

・ 具体的、明確、率直な話でよかった         ・・・等 

静岡大学男女共同参画推進室 2008 年 12 月 18 日 

＊セミナー終了後、伊藤会長と美馬先生を囲み情報交換会が開催されました。 

このセミナーについて 

平成 20 年 12 月 12 日（金） 

静岡新聞 朝刊に掲載されました

http://www.shizuoka.ac.jp/sankaku/rinkpdf/report081210-topseminar.pdf 
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・ 「大学における ワークライフバンンス」と言うことだったが、若干学生である自分と

のつながりが薄くてイメージしにくかった。ただ、専門職である女性研究者の方々の仕

事と家庭の問題点は分かった。今回どのような人を対象した話なのか知らずにきてしま

ったが、いろんな状況の方がいるんだなと知れた事は良かったと思う。 

・ 質疑応答の際に現実の問題が見えてきて参考になった。 

・ 1 月から 3ヶ月間 育休をとる予定です。今の職場はみんな温かく見守ってくれている

が、どの職場でも同じとは限らない。男性の育休取得が当たり前の社会になるといいと

思う。 

・ 先駆的に行われている海外の大学の実情を紹介したらどうか。 

・ ”ワークライフバランス”について各レポートの参考にしたいです。ありがとうござい

ました。 

・ 社会全体でこの考えが浸透していけば、もっとよい日本になると思います。 

・ 講演は、新鮮度・具体性に欠ける印象がありましたが、質疑応答が参考になりました。

・ ありきたりの話しであった。もっと、根本的に現代社会の問題を解決するためのアイデ

アを提供してくれるような話しを聞きたい。 

・ 討議を通じていろいろ考えさせられた。 

・ ワークライフバランスは、ひとりひとりに関わる重要な問題であるということで、やは

り、ひとりひとりが意識することが必要である。早く帰ろう。1日 8h 働けば十分だ。
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HP 上の報告記事 
http://www.shizuoka.ac.jp/sankaku/rin kpdf/ report081 219-W LBseminar.pdf  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

静岡大学 平成 20 年度男女共同参画セミナー 

平成20年度科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」事業 

「女性研究者と家族が輝くオンデマンド支援」プロジェクト 

講師：犬塚 協太 氏
静岡県立大学国際関係学部教授

2008 年 12 月 19 日(金) 静岡大学大谷キャンパスにおいて、静岡県立大学犬塚協太教授を迎え、平成 20年度男女共同参

画セミナーを開催しました。このセミナーは、男女共同参画に向けたワーク・ライフ・バランスに関する意識啓発を目的

とし、教職員、学生、行政関係者など数十名が参加しました。 

 

【日時】 2008 年 12 月 19 日(金)  

13：30～15：30 

【場所】 静岡大学 大谷キャンパス 

共通教育 B 棟 301 

【後援】 静岡県 

このセミナーについて 

2008 年 12 月 6日(土)及び 

2008 年 12 月 22 日（月）

静岡新聞 朝刊 

に掲載されました

～アンケートより～ 
・ 研究者は確かにワークとライフの区別が

つきにくいかもしれないが、自分だけを考
えるのではなく、自分を支える家族や人の
ライフを考える必要があるとの言葉に感
銘を覚えました 

・ ひとりひとりが意識することが必要であ
る。早く帰ろう。1日 8h 働けば十分だ。 

・ 大学におけるワーク・ライフ・バランスを
考える際、学生の問題という視点の切り口
や、職員と教員とを区別して考えていく視
点は大変おもしろいと感じました 

・ 討議を通じていろいろ考えさせられた 
・ これから結婚し子供ができることを考え

ると、更に子供を育てながら働ける環境が
整っていくことを望む 

静岡大学男女共同参画推進室 2009 年 1 月 5日 

http://www.shizuoka.ac.jp/sankaku/rinkpdf/report081219-WLBseminar.pdf 

- 40 -



- 41 -



についての議論や、女性研究者の躍進のためには、制度作りと平行して、身近な人を一人

ひとり意識改革していくことが大切であることなどの提起があった。 
シンポジウム全体を通して、基盤づくりと意識改革を同時進行で進めていくために学内

向けの情報発信が重要であることなど、さまざまなことが明らかになり、確認された。参

加者 150 名中 9 割が学内者であり、男女共同参画について日ごろ考える機会が少ない者に

も真剣に考える機会となった。学術の世界における男女共同参画の必要性および女性研究

者支援がその推進に資することを確認し、その具体策を検討する、という当初目標を十分

達成できた。 
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派遣・有期など、多様な雇用形態があります。このような格差を生みだしている体質をか

かえた大学の組織の中で、できるだけ格差を縮小して女性研究者が研究しやすい環境を作

ることを可能なかぎり実現していくこと、それはどういうことなのか、考え続けなければ

なりません。 
さて、最後は、問題を指摘したことで終わってしまいますが、このようなところが、今

日の私の報告でございます。最後までご清聴いただきましてありがとうございました。 
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やっていただくことを期待している。女性に限らず若手も年齢の高い人も全てを視野に置

いた、公正で透明性の高い人事システムを作ってほしい。このような国の支援事業だけで

なく自校経費を使う事業にも取り組んでいただきたい。さらに言えば、国立大学の事務系

人材はまだまだ伸びしろがあるので、しっかりテクノクラートとして育てていただきたい

と思う。 
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我が国における女性研究者支援の
取組と現状

平成２１年２月２０日(金）

文部科学省 科学技術・学術政策局
基盤政策課長 川端 和明

1．科学技術関係人材の育成施策の全体像 ・・・ １

2．女性研究者を巡る現状 ・・・ 7  

3. 女性研究者の活躍促進に関する提言等 ・・・ 20 

4．文部科学省の取組等 ・・・ 25

5．静岡大学に期待すること ・・・ 45

目 次

1．科学技術関係人材の育成施策に
関する全体像

１
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第１期第１期

科学技術基本計画科学技術基本計画

（平成８～１２年度）（平成８～１２年度）

第２期第２期

科学技術基本計画科学技術基本計画

（平成１３～１７年度）（平成１３～１７年度）

科
学
技
術
基
本
法

科
学
技
術
基
本
法

（
平
成
７
年
制
定
）

（
平
成
７
年
制
定
）

＜基本姿勢＞
○絶え間ない科学水準の向上とｲ

ﾉﾍﾞｰｼｮﾝを通じて社会・国民へ
成果を還元する。

○人材育成と競争的環境の重視

＜３つの基本理念の下、６つの政
策目標設定＞

①飛躍知の発見・発明、②科学技
術の限界突破

③環境と経済の両立、④ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ
日本、

⑤生涯はつらつ生活、⑥安全が
誇りとなる国

＜基本姿勢＞＜基本姿勢＞
○○絶え間ない科学水準の向上とｲ絶え間ない科学水準の向上とｲ

ﾉﾍﾞｰｼｮﾝを通じてﾉﾍﾞｰｼｮﾝを通じて社会・国民社会・国民へへ
成果を還元する。成果を還元する。

○人材育成と競争的環境の○人材育成と競争的環境の重視重視

＜＜３つの基本理念の下、６つの３つの基本理念の下、６つの政政
策目標策目標設定設定＞＞

①飛躍知の発見・発明、②科学技①飛躍知の発見・発明、②科学技
術の限界突破術の限界突破

③環境と経済の両立、④ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ③環境と経済の両立、④ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ
日本、日本、

⑤生涯はつらつ生活、⑥安全が⑤生涯はつらつ生活、⑥安全が
誇りとなる国誇りとなる国

＜基本理念＞ ～目指すべき
国のすがた

①知の創造と活用により世界
に貢献できる国

②国際競争力があり持続的
発展ができる国

③ 安心・安全で質の高い生
活のできる国

＜基本理念＞＜基本理念＞ ～目指すべき～目指すべき
国のすがた国のすがた

①知の創造と活用により世界①知の創造と活用により世界
に貢献できる国に貢献できる国

②国際競争力があり持続的②国際競争力があり持続的
発展ができ発展ができるる国国

③③ 安心・安全で質の高い生安心・安全で質の高い生
活のできる国活のできる国

基
本
方
針
等

基
本
方
針
等

＜基本的方向＞
社会的・経済的ニーズに対
応した研究開発の強力な
推進と基礎研究の積極的
な振興

＜基本的方向＞＜基本的方向＞
社会的・経済的ニーズに対社会的・経済的ニーズに対

応した研究開発の強力な応した研究開発の強力な
推進と基礎研究の積極的推進と基礎研究の積極的
な振興な振興

政
策
目
標
明
確
化

理
念
の
明
確
化

第３期第３期

科学技術基本計画科学技術基本計画
（平成１８～２２年度）（平成１８～２２年度）

科学技術基本計画科学技術基本計画

2

第３期科学技術基本計画の概要

○政府研究開発投資額

政府研究開発投資の総額規模 約２５兆円
（計画期間中の対GDP比1%、GDP名目成長率3.1%を前提）

○政府研究開発投資額○政府研究開発投資額

政府研究開発投資の総額規模 約２５兆円２５兆円
（計画期間中の対GDP比1%、GDP名目成長率3.1%を前提）

○戦略的重点化
－ 基礎研究の推進（自由発想、目的基礎）
－ 重点推進４分野（分野内重点化）
－ 戦略重点科学技術（国家基幹技術（スーパーコンピュータ、宇宙輸送システム等）、

社会ﾆｰｽﾞ（安全・安心）、科学技術国際競争力）
○科学技術システム改革の推進

－ 人材の育成・確保・活躍促進（若手、女性、外国人）,大学の人材育成機能の強化
－ 科学の発展と絶えざるイノベーションの創出（基礎研究からのイノベーション、

産学官連携強化、先端融合領域研究拠点整備、地域イノベーションシステム構築）
－ 基盤強化（大学施設、先端大型共用設備）

○戦略的重点化○戦略的重点化
－－ 基礎研究基礎研究の推進の推進（自由発想、目的基礎）（自由発想、目的基礎）
－－ 重点重点推進推進４分野４分野（分野（分野内重点化内重点化））
－－ 戦略重点科学技術戦略重点科学技術（（国家基幹技術国家基幹技術（スーパーコンピュータ、宇宙輸送システム等）（スーパーコンピュータ、宇宙輸送システム等）、、

社会ﾆｰｽﾞ（安全・安心）、科学技術国際競争力）社会ﾆｰｽﾞ（安全・安心）、科学技術国際競争力）
○科学技術システム改革の推進○科学技術システム改革の推進

－－ 人材人材の育成・の育成・確保・確保・活躍促進（若手、女性活躍促進（若手、女性、外国人、外国人））,,大学の人材育成機能の強化大学の人材育成機能の強化
－－ 科学の発展と絶えざる科学の発展と絶えざるイノベーションイノベーションの創出（基礎研究からのイノベーション、の創出（基礎研究からのイノベーション、

産学官連携強化、先端融合領域研究拠点整備、地域イノベーションシステム構築）産学官連携強化、先端融合領域研究拠点整備、地域イノベーションシステム構築）
－－ 基盤強化（大学施設、先端大型共用設備）基盤強化（大学施設、先端大型共用設備）

＜基本姿勢＞
○社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術
○人材育成と競争的環境の重視（モノから人へ）

＜３つの基本理念の下、６つの政策目標設定＞
理念１：人類の英知を生む

①飛躍知の発見・発明、 ②科学技術の限界突破
理念２：国力の源泉を創る

③環境と経済の両立、 ④イノベーター日本
理念３：健康と安全を守る

⑤生涯はつらつ生活、 ⑥安全が誇りとなる国

＜基本姿勢＞＜基本姿勢＞
○○社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術
○人材育成と競争的環境の○人材育成と競争的環境の重視重視（モノから人へ）（モノから人へ）

＜＜３つの基本理念の下、６つの３つの基本理念の下、６つの政策目標政策目標設定設定＞＞
理念１：人類の英知を生む理念１：人類の英知を生む

①飛躍知の発見・発明、①飛躍知の発見・発明、 ②科学技術の限界突破②科学技術の限界突破
理念２：国力の源泉を創る理念２：国力の源泉を創る

③環境と経済の両立、③環境と経済の両立、 ④イノベーター日本④イノベーター日本
理念３：健康と安全を守る理念３：健康と安全を守る

⑤生涯はつらつ生活、⑤生涯はつらつ生活、 ⑥安全が誇りとなる国⑥安全が誇りとなる国

3

大学の教育の大学の教育の

質の向上質の向上

人材の育成、確保、活躍の促進

次代を担う人材の次代を担う人材の
裾野の拡大裾野の拡大

小学校小学校

中学校中学校

高等学校高等学校

若手研究者の若手研究者の

自立支援自立支援

社会のニーズに社会のニーズに

応える人材の育成応える人材の育成

多様な研究者の活躍の促進多様な研究者の活躍の促進
（女性・外国人・高齢研究者）（女性・外国人・高齢研究者）

研究者研究者

・・・
・・・

・・・
・・・

技能者技能者

・・・
・・・

知的財産人材
技術経営人材

知的財産人材
技術経営人材

技術者技術者

世界トップクラス
の研究者

世界トップクラス
の研究者

・知的好奇心に溢れた子どもの育成
・才能ある子どもの伸長

・自立して活躍できる仕組み
・研究資金配分の向上

・長期インターンシップなど産学協働の人材育成
・技術経営人材、科学技術コミュニケータ等の育成

個々人が活きる環境の形成と
一貫した人材育成

科学技術人材の
質と量を確保

科学技術
ｺﾐｭﾆｹｰﾀ

・大学院教育振興施策要綱
（５か年の取組計画）の策定

・博士課程在学者への支援

高専高専

大学大学

大学院大学院

4
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（１）子どもたちの理科・数学に対する興味・（１）子どもたちの理科・数学に対する興味・ 関関
心の喚起及び能力の伸長心の喚起及び能力の伸長

○理数好きな子どもの裾野の拡大
・理数系教員養成拠点構築事業 3億円 （新 規）
・理科支援員等配置事業 25億円 （25億円）

○理数に興味･関心の高い生徒・学生の個性・能力の伸長
・スーパーサイエンスハイスクール 15億円（15億円）
・未来の科学者養成講座 2億円（ 1億円）
・国際科学技術コンテスト支援事業 4億円（ 4億円）
・理数学生応援プロジェクト 3億円（ 2億円）

○女性研究者の活躍促進

・女性研究者支援システム改革プログラム（科学技術振興調整費）

女性研究者支援モデル育成 18億円（15億円）
女性研究者養成システム改革加速 5億円（新 規）

・出産・育児による研究中断からの復帰
支援（特別研究員事業） 4億円（ 3億円）

○外国人研究者の活躍促進
・外国人研究者招へい・ネットワーク強化等 55億円（63億円）

○大学における人材育成
・組織的な大学院教育改革推進プログラム

57億円（51億円）
・グローバルＣＯＥプログラム 342億円（340億円）
○産学が協働した人材育成
・産学連携による実践型人材育成事業 5億円（ 7億円）
・先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラム

9億円（ 8億円）
・若手研究者ベンチャー創出推進事業 1億円（新 規）

科学技術関係人材の育成・確保のための具体的な取組み
（科学技術関係人材総合プラン2009の主な施策）

（４）国民が科学技術を理解し、素養を（４）国民が科学技術を理解し、素養を 高高
めるための取組の強化めるための取組の強化

・地域の科学舎推進事業 8億円（ 8億円）
・国立科学博物館 31億円（31億円） ・日本科学未来館 24億円（28億円）

（２）大学における人材育成機能と（２）大学における人材育成機能と
産学が協働した人材育成産学が協働した人材育成の強化の強化

８８億円 （８８億円）

（３）若手・女性・外国人研究者の活躍促進による研究活動の活性化３）若手・女性・外国人研究者の活躍促進による研究活動の活性化

○若手研究者等の活躍促進
・特別研究員事業（DC） 110億円（106億円）

・若手研究者養成システム改革プログラム（科学技術振興調整費）

若手研究者の自立的研究環境整備促進
83億円（77億円）

イノベーション創出若手研究人材養成
15億円（10億円）

８９１億円 （８６０億円）

５５９億円 （７３６億円）１１５億円 （８９億円）

5

若手研究者養成
システム改革

若 手 ・女 性 研 究 者 育 成 施 策 概 念 図

女性研究者支援
システム改革

21年度予算案

若手研究者の卵への経済的支援、
女性研究者への資金サポート

次代を担う裾野の拡大

若手・女性研究者向けの環境整備(システム改革)
（能力向上の機会・自立的研究環境）

若手研究者への
研究費支援

特別研究員
事業

(ＰＤ・
ＳＰＤ)
(給付型)
【ＪＳＰ

Ｓ】
49億円
1,088人

ＰＤ総数の
7％に支給。

①若手研究者の自立的研
究環境整備促進

８３億円

大学等におけるテニュアトラッ
ク導入を支援。

②イノベーション創出若
手研究人材養成

１５億円
大学が企業等と協働により実
践する研究開発プログラムの
下、多様な場（海外、異分野、
産業界等）で活躍するイノ
ベーション人材を養成するシ
ステムの構築を支援。

戦略創造事
業（ＲＡ）
【ＪＳＴ】

３億円
１４０人
０.２％

グローバルＣＯＥ

３４２億円

国内外の大学・機関と
の連携と若手研究者の
育成機能の強化を含め、
国際的に卓越した教育
研究拠点の形成を支援。

初等中等
教育段階

大学院
段階

ポスト
ドクター

研究者

特別研究員事業
(ＤＣ)(給付型)
【ＪＳＰＳ】

１1０億円
4,６００人

博士課程学生総数の
６.２%に支給。

戦略創造事業
さきがけ型
【ＪＳＴ】
７６億円

研究総括のマ
ネージメントの
下、個人研究者
の独創性を活か
した目的基礎研
究を推進。

科学研究費
補助金

「若手研
究」等

３５４億円

若手研究者の自
立促進等、科学
研究費補助金に
よる若手研究者
向け研究費を拡
充。

若手研究者ベ
ンチャー創出

推進事業
【ＪＳＴ】

１億円
（新規）

ベンチャービジ
ネスラボラトリ
等における若手
研究者の起業活
動を支援するこ
とで研究者から
アントレプレ

ナーへのキャリ
アパスを形成す
るとともに、大
学の技術シーズ

の企業化を促進。
（ＲＡ:１２人）

科
学
技
術
関
係
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
多
様
化
促
進
事
業

1
億
円

世界水準の拠点形成
（若手研究者の育成機能）

戦略創造事業
（出産・子育
て等支援制

度）
【ＪＳＴ】
0.6億円

研究チームに
資金を支給。

特別研究員
事業

(ＲＰＤ)
(給付型)
【ＪＳＰ

Ｓ】

４億円
９０人

サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト

女子中高生の理系進路選択支援事業【JST】
900百万円の内数

児童生徒の科学技術に関する興味・関心を高めるための取組の支援の一環として、科学技術分野で活躍する女性研究者・技術者、
大学生等と女子中高生の交流機会の提供等、女子中高生の理系進路選択を支援。

学部
段階

理数学生応援プロジェクト
３億円 ２０機関

大学において、教育プログラムの開発・実践等、理数に
優れた学生の意欲・能力をさらに伸ばす取組を支援。

教育の実質化

①女性研究者
支援モデル育成１

８億円

女性研究者が研究と出
産・育児等を両立し、
研究活動を継続するた
めの支援を行う仕組み
を構築するモデルとな
る優れた取組を支援。

②女性研究者
養成システム

改革加速
５億円

（新規）
特に女性研究者の採用
割合等が低い分野であ
る、理学系、工学系、
農学系の研究を行う優
れた女性研究者の養成
を加速。

6

２．女性研究者を巡る現状

7

- 77 -



0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%
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35.0%

40.0%

米国 イタリア フランス 英国 ドイツ 韓国 日本

○女性研究者数は漸増しているものの、研究者全体に占める割合は１０％強と欧米諸国に比べると著しく
低いレベルにある。

＜備考＞

「総務省 科学技術研究調査報告」（日本：平成20年時点）、「OECD “Main 
Science and Technology Indicators2007/2”」（韓国：平成18年時点）

「Eurostat 2007/01」（イタリア・フランス：平成16年時点、ドイツ：平成15年時点）

「European Commission “Key Figures2002”」（英国：平成12年時点）

「NSF Science and Engineering Indicators 2006」（米国：平成15年時点）

女性研究者数及び比率の推移女性研究者数及び比率の推移 各国における女性研究者の割合各国における女性研究者の割合

科学技術研究調査報告（平成20年 総務省統計局）より作成
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19.2%

29.9%
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数

0

5

10

15

研
究
者
総
数
占
め
る
女
性
研
究
者
の
割
合女性研究者数

（百人） （％）

（年）

研究者総数に占める女性研究者の割合

女性研究者数及び比率女性研究者数及び比率

8

学部学生・院生に占める分野別女性割合

9

25.5

39.6

89.9

59.3

70.2

47.9

19.7

5.6

56.3

10.5

31.8

66.4

38.5

62.2

51.9

86.3

54.1

34.9

10.3

22.1

38.3

59.2

37.0

58.6

51.3

76.5

32.1
28.7

13.3
17.4

34.8

50.7

0

20

40

60

80

100

人
文
科
学

社
会
科
学

理
学

工
学

農
学

保
健

商
船

家
政

教
育

芸
術

そ
の
他

学部 修士 博士

（％）

平成２０年度学校基本調査より作成

研究者に占める女性割合の推移(機関別）

出典：科学技術研究調査報告（総務省統計局）より文部科学省が作成

10

19.9% 20.4%
21.1% 21.5%

22.1%
22.7%

11.2% 11.6%
12.1% 12.5%

13.1%
13.7%

6.0%
6.7% 6.5% 6.6% 6.9%

7.6%

13.0%

11.2% 11.6% 11.9% 11.9%
12.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

大学等 公的機関 企業等・非営利団体 全体

(単位：人）

全体
企業等・

非営利団体
公的機関 大学等

全体 791,224 472,869 37,051 281,304
うち女性 88,674 28,397 4,162 56,115

11.2% 6.0% 11.2% 19.9%
全体 830,545 509,369 36,846 284,330
うち女性 96,133 33,886 4,258 57,989

11.6% 6.7% 11.6% 20.4%
全体 830,474 502,073 37,254 291,147
うち女性 98,690 32,746 4,519 61,425

11.9% 6.5% 12.1% 21.1%
全体 861,901 529,350 37,075 295,476
うち女性 102,948 34,913 4,628 63,407

11.9% 6.6% 12.5% 21.5%
全体 874,690 536,850 36,647 301,193
うち女性 108,547 37,145 4,818 66,584

12.4% 6.9% 13.1% 22.1%
全体 883,386 544,900 35,994 302,492
うち女性 114,942 41,255 4,949 68,738

13.0% 7.6% 13.7% 22.7%
平成20年

研究者数

女性研究者の割合

平成18年

平成19年

研究者数
平成15年

平成16年

平成17年

女性研究者の割合

研究者数

研究者数

研究者数

女性研究者の割合

女性研究者の割合

女性研究者の割合

女性研究者の割合

研究者数
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各国の女性教員比率

世界主要大学における女性教員比率

9%

12%

19%

23%

25%

28%

32%

32%

35%

91%

88%

81%

77%

75%

72%

68%

68%

65%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京大学

California Institute 
of Technology

Massachusetts Institute 
of Technology

University of Oxford

Stanford University

Princeton University

Yale University

Harvard University

University of California,
Berkeley 

女性 男性

出典：「Times Higher Education Supplement(THES)」の世界大学ランキング及び各大学のＨＰ。

13

東京大学作成資料
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（％）

大学教員における分野別女性割合

平成１９年度学校教員統計調査（中間報告）より作成

12
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7.0
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（％）

大学教員における職名別女性割合

平成２０年度学校基本調査より作成
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女性研究者が少ない理由

14

（出典）「科学技術系専門職における男女共同参画実態の大規模調査」（平成２０年７月 男女共同参画学協会連絡会）
※男女共同参画学協会連絡会に加盟する６０以上の学協会の会員を主な対象として調査を実施（平成１９年８月～１１月）回答総数は１４，１１０件（男性１０，３４９名、女性３，

７６１名）

指導的地位の女性比率が低い理由

15

（出典）「科学技術系専門職における男女共同参画実態の大規模調査」（平成２０年７月 男女共同参画学協会連絡会）
※男女共同参画学協会連絡会に加盟する６０以上の学協会の会員を主な対象として調査を実施（平成１９年８月～１１月）回答総数は１４，１１０件（男性１０，３４９名、女性３，

７６１名）

男女処遇差のある点

16
（出典）「科学技術系専門職における男女共同参画実態の大規模調査」（平成２０年７月 男女共同参画学協会連絡会）

※男女共同参画学協会連絡会に加盟する６０以上の学協会の会員を主な対象として調査を実施（平成１９年８月～１１月）回答総数は１４，１１０件（男性１０，３４９名、女性３，７６１名）
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男女処遇差のある点（所属機関別）

17
（出典）「科学技術系専門職における男女共同参画実態の大規模調査」（平成２０年７月 男女共同参画学協会連絡会）

※男女共同参画学協会連絡会に加盟する６０以上の学協会の会員を主な対象として調査を実施（平成１９年８月～１１月）回答総数は１４，１１０件（男性１０，３４９名、女性３，７６１名）

女性研究者が働きやすい環境を作るために必要なこと
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勤務時間・勤務形態の弾力化［n=392］

育児休業制度や介護休業制度の整備・拡充［n=360］

保育施設の併設［n=286］

昇進・昇給の評価において、育児や介護等の家庭事情を考慮

［n=215］

研究職への再雇用制度の整備［n=154］

先輩研究者などによるきめ細かい指導・相談体制の整備［n=151］

人事異動（職務内容・勤務地等）における家庭事情への配慮

［n=134］

女性の能力発揮促進のための推進組織設立［n=100］

意識の啓発を行うための社内教育の実施［n=88］

その他［n=33］

無回答［n=18］

全体[N=1024]

女性[N=63]
男性[N=961]

%

出典：我が国の研究活動の実態に関する調査報告 （平成１７年度調査）
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本省課室長相当職以上の国家公務員**

国家公務員採用者（Ⅰ種試験等事務系区分）

都道府県における本庁課長相当職以上の職員

市区町村における本庁課長相当職以上の職員

管理的職業従事者（公務員一般事務及び学校教育を除く）*

民間企業における管理職（課長相当職）**

小学校教頭以上

中学校教頭以上

高等学校教頭以上

大学講師以上

日本学術会議会員

研究者

医師**

薬剤師**

弁護士

公認会計士

(%)

各分野における「指導的地位」に女性が占める割合

19
＜備考＞
「「2020年30％」の目標のフォローアップのための指標」より。 原則2008年、ただし、*は200７年、**は2006年のデータ。

- 81 -



３．女性研究者の活躍促進に関する提言等

20

第３期科学技術基本計画（抄）＜平成18年3月28日閣議決定＞①

⑤ 女性研究者の活躍促進
女性研究者の割合については、各機関や専攻等の組織毎に、

目標や理念、女性研究者の実態が異なるが、当該分野の博
士課程（後期）における女性の割合等を踏まえつつ、各組織毎
に女性の採用の数値目標を設定し、その目標達成に向けて努
力するとともに達成状況を公開するなど、女性研究者の積極
的採用を進めるための取組がなされることを期待する。

現在の博士課程（後期）における女性の割合に鑑みると、期
待される女性研究者の採用目標は、自然科学系全体としては
２５％（理学系２０％、工学系１５％、農学系３０％、保健系３
０％）である。

21

第３期科学技術基本計画（抄）＜平成18年3月28日閣議決定＞②

女性研究者がその能力を最大限に発揮できるようにするた
め、男女共同参画の観点も踏まえ、競争的資金等の受給にお
いて出産・育児等に伴う一定期間の中断や期間延長を認める
など、研究と出産・育児等の両立に配慮した措置を拡充する。

大学や公的研究機関等においては、次世代育成支援対策

推進法に基づき策定・実施する行動計画に、研究と出産・育児
等の両立支援を規定し、環境整備のみならず意識改革を含め
た取組を着実に実施することが求められる。国は、他のモデル
となるような取組を行う研究機関に対する支援等を行う。

22
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第３期科学技術基本計画（抄）＜平成18年3月28日閣議決定＞③

大学や公的研究機関は、多様で優れた研究者の活躍を促進
する観点から、女性研究者の候補を広く求めた上で、公正な
選考により積極的に採用することが望まれる。また、採用のみ
ならず、昇進・昇格や意思決定機関等への参画においても、女
性研究者を積極的に登用することが望ましい。
（中略）

さらに、理数好きの子どもの裾野を広げる取組の中で、女子
の興味・関心の喚起・向上にも資する取組を強化するとともに、
女性が科学技術分野に進む上での参考となる身近な事例や
ロールモデル等の情報提供を推進する。

23

女性の参画加速プログラム
平成２０年４月 内閣府男女共同参画局

○ 指導的地位に立つ女性の割合 衆議院議員：9.4％ 参議院議員：17.8％ 都道府県議会議員：7.3％ 民間企業課長相当職：3.6％
国家公務員管理職：1.7％ 地方公務員管理職（都道府県）：5.1％ 医師：17.2％ 研究者：12.4％

○ ジェンダー・エンパワーメント指数（GEM）54位（93ヶ国中）（国連開発計画）、ジェンダー・ギャップ指数（GGI）91位（131ヶ国中）（世界経済フォーラム）

現

状

多様性に富んだ活力ある社会に向けて！

（１）女性の参画加速のための基盤整備

○ 各界トップ層への戦略的な働きかけ
大臣による経済団体等のトップ訪問 等

○ 女性の人材育成、能力開発・発揮
地域・様々な分野におけるネットワークの形成支援、
まちづくり等実践的活動を通じた人材育成の推進、
企業等におけるメンター育成支援 等

○ 積極的な取組に対する評価・好事例提供
表彰制度の充実、好事例の提供

○ 男女の社会における活動の選択に中立的な
社会制度（税制・社会保障制度等）の検討

○ 実態把握及びフォローアップの充実

（２）活躍が期待されながら女性の参画が進んで
いない分野についての重点的取組

→他分野へ効果を波及
【女性医師】
勤務体制の見直し、継続就業支援、復帰支援、
意思決定の場への女性の登用促進、
医療専門職全体への支援 等

【女性研究者】
モデルとなる先進的な取組の普及・定着等、
出産・育児を考慮した研究費等の制度の拡充・弾力化、
理工系分野への進路選択支援の充実 等

【女性公務員】
柔軟な勤務体制の推進、働き方の見直し、女性職員
の登用の促進（政府全体として本省課室長相当職以
上に占める女性職員を少なくとも５％程度に）、
行動計画の充実・見直し、モデル的取組の実施 等

医師不足の解消に
よる安心安全な
医療体制の確立

研究活動の活性化

女性の能力開発・能力発揮に対する支援
女性の能力発揮のための積極的改善措置の推進、
女性のキャリア形成支援、女性の新しい分野での活躍支援、
育児等で離職した女性に対する再就職支援等

仕事と生活の調和（ワーク･ライフ･バランス）の実現
「仕事と生活の調和（ワーク･ライフ･バランス）憲章」及び「行動
指針」等に基づく取組の推進

意識の改革
各界トップ、組織の管理職、女性自身それぞれの意識改革

連携して連携して
推進推進

多様な行政ニーズ
への対応

「2020年までに30％」の目標の実現 －2020年までに指導的地位に女性が占める割合が少なくとも30％に－ （男
女共同参画基本計画（第２次））

豊かな社会

職場・地域に
活力

新たな成長を
生み出す力

女性の社会的参画、特に意思決定過程への参画は遅れており、国際的にみても低水準。

24

４．文部科学省の取組

25
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出産・育児による研究中断からの復帰を支援

優れた男女の研究者が出産・育児により研究を中断した後に、円滑に研究現場に復帰できるよう、
研究奨励金を支給します。（独立行政法人日本学術振興会 特別研究員事業）

平成2１年度予算案：393百万円（349百万円）【科・基盤政策課（独立行政法人日本学術振興会）】

ライフイベント（出産・育児・介護）に際し、研究キャリアを継続・復帰できるよう男女共同参画
促進費を支給します。（独立行政法人科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業 出産・子育て等支
援制度）

平成2１年度予算案：57百万円（55百万円）【振・基礎基盤研究課（独立行政法人科学技術振興機構）】

女性研究者支援システム改革プログラムの実施

女性研究者が研究と出産・育児等を両立し、研究活動を継続するための支援を行う仕組みを構築
するモデルとなる優れた取組を支援します。（科学技術振興調整費）

平成2１年度予算案： １,750百万円（1,500百万円）【科・戦略官付（推進調整担当）＋科・基盤政策課】

特に女性研究者の採用割合等が低い分野である、理学系、工学系、農学系の研究を行う優れた女
性研究者の養成を加速するための取組を支援します。（科学技術振興調整費） 平成2１年

度予算案： 500百万円（新規）【科・戦略官付（推進調整担当）＋科・基盤政策課】

研究に再チャレンジ
する人へ

女性研究者を
支援する研究機関へ

将来の進路を考える
女子中高生へ

科学技術分野における女性の活躍促進 ～平成21年度予算案版～
文部科学省は、科学技術の魅力を伝え、ひとりひとりの人材の個性が生きる環境をつくることにより、

科学技術分野における女性の活躍促進を支援します。

女子中高生の理系進路選択を支援する取組の実施

生徒の科学技術に関する興味・関心を高めるための取組の支援の一環として、科学技術分野で活
躍する女性研究者・技術者、大学生等と女子中高生の交流機会の提供等、女子中高生の理系進路選
択の支援を行います。（科学技術振興機構 サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト）

平成2１年度予算案：900百万円の内数（34百万円）【科・基盤政策課（独立行政法人科学技術振興機構）】

26

優れた女性研究者を輩出する
システムの確立と波及

○ 大学等における出産・育児と研究の両立や男女共同参画に関す
る相談体制（カウンセラーの配置など）

○ 出産・育児期間中の業務負担を軽減するためのシステム作り
（柔軟な勤務態勢の工夫など）

○ 育児の状況等に応じて、フルタイムでなく、パートタイムで働
ける環境の整備（研究支援者の配置など）

○ 女性理工系学生が研究者の道にチャレンジすることを促進する
施策（若手女性研究者との交流の場の設置、女性理工系学生向け
のキャリアパス相談の充実化等）

○ 研究組織の幹部、研究者等を対象とした女性研究者の採用、昇
進等に関する意識啓発のための活動

支援ニーズに対する取組例

公募により、各機関のモデルとなる優れた取組を支援。
３年の支援終了後は各機関において独自に予算措置。

＜選定に当たっての要件＞

◇ 女性研究者等のニーズを踏まえた
支援内容か

◇ 女性研究者をとりまく研究環境の
改善が見込めるか

◇ 他の研究機関に波及し得る先導的
なモデルとなるか

◇ 女性研究者支援における取組みの
現状・実績

◇ 実施期間終了後における取組みの
継続性

等

女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成

○目 的： 女性研究者がその能力を最大限発揮できるようにするため、大学や公的研究機関を対象として研究環境の整備や意識改革な
ど、女性研究者が研究と出産・育児等を両立し、その能力を十分に発揮しつつ研究活動を行える仕組みを構築するモデルとな
る優れた取組を支援する。

○対象機関： 大学、大学共同利用機関、国立試験研究機関及び独立行政法人
（自然科学全般又は自然科学と人文・社会科学との融合領域を対象に研究を行っていること）

○実施期間： 原則３年間
○実施規模： 原則年間５千万円（間接経費を含む）を上限、１２課題程度選定

期待される女性研究者の採用目標の達成の前提として、研究
環境整備のみならず意識改革の着実な実施が必要。

「女性研究者がその能力を最大限に発揮できるようにす
るため、男女共同参画の観点も踏まえ、競争的資金等の
受給において出産・育児等に伴う一定期間の中断や期間
延長を認めるなど、研究と出産・育児等の両立に配慮し
た措置を拡充する。大学や公的研究機関等においては、
次世代育成支援対策推進法に基づき策定・実施する行動
計画に、研究と出産・育児等の両立支援を規定し、環境
整備のみならず意識改革を含めた取組を着実に実施する
ことが求められる。国は、他のモデルとなるような取組
を行う研究機関に対する支援等を行う。」（第３期科学
技術基本計画より）

27

○事業概要
女性研究者がその能力を最大限発揮できるようにするため、大学や公的研究機

関を対象として、研究環境の整備や意識改革など、女性研究者が研究と出産・
育児等を両立し、その能力を十分に発揮しつつ研究活動を行える仕組みを構築
するモデルとなる優れた取組を支援する。 ※１機関あたり年間５千万円程度

○対象機関
大学、大学共同利用機関、国立試験研究機関及び独立行政法人

○実施期間
原則３年間

○実績
平成１８年度採択１０機関
平成１９年度採択１０機関
平成２０年度採択１３機関

○予算
平成20年度予算額：配分予定額１，５００百万円
（平成19年度予算額：８００百万円）

女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成（科学技術振興調整費）（科学技術振興調整費）

28
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5機関

３機関

科学技術振興調整費・女性研究者支援モデル育成事業
採択機関の全国分布

18年度採択機関

19年度採択機関

20年度採択機関

（備考）文部科学省資料より内閣府作成

平成18年度採択機関 平成19年度採択機関

お茶の水女子大学 大阪大学

京都大学 九州大学

熊本大学 神戸大学

東京女子医科大学 （独）産業技術総合研究所

東京農工大学 （独）森林総合研究所

東北大学 千葉大学

奈良女子大学 東京大学

日本女子大学 名古屋大学

北海道大学 広島大学

早稲田大学 （独）物質・材料研究機構

平成20年度採択機関

金沢大学 東京工業大学

慶應義塾大学 富山大学

静岡大学 新潟大学

島根大学 日本大学

津田塾大学 三重大学

東海大学 宮崎大学

東京医科歯科大学

29

女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成 ～主な取組～～主な取組～

○数値目標の設定

○相談窓口の設置、ネットワーク構築、情報提供

○研究と出産・育児等との両立

① 勤務体制の充実

② 研究支援員等の支援

③ 女性研究者の復帰支援

○女性研究者の積極的な登用・育成

○意識改革の推進

○次世代への支援

30

女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成

～数値目標の設定～

平成１８年度、平成１９年度採択２０機関のうち、ほとんどの機関において数値
目標を設定

○新規採用教員の女性割合を２０１１年までに２２％（博士課程学生の女性割
合）に増加（現在１２％） [熊本大] 

○新規採用教員の女性割合を２０１０年までに２０％、２０１２年までに２５％
（現在１１％） [東京農工大] 

○２０１０年までに採用者に占める女性比率を２５％以上に、
女性比率を全体で５割増以上に（理10％、工９％、農15％、保20％を想定）
[東京大] 

○２０２０年までに女性研究者比率２０％を達成（現在１１．４％）[北海道大] 

○２０１０年までに大学全体の女性教員数を１．５倍（１３％、３００名）に
（現在８．５％、約２００名） [九州大] 

31
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女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成

～相談窓口の設置、ネットワーク構築、情報提供～

平成１８年度、平成１９年度採択２０機関のうち、ほとんどの機関で実施

○相談窓口の設置（精神面のケア、情報提供等によるサポート）[京都大] 

○女性研究者総合サポートセンター（ワンストップサービス窓口）の設置 [早稲
田大]

○キャリア電子情報の蓄積・活用（ｅ－ポートフォリオ）、ＮＰＯ法人による相
談業務 [日本女子大] 

○女性研究者支援情報バンク、支援コンシェルジュの養成 [お茶の水女子大]

32

女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成

～研究と出産・育児等との両立～

採択機関で様々な支援策を実施

① 勤務体制の充実

○育児・介護支援のための短時間勤務・休業制度の弾力的運用等 [東北大] 

○ワークシェア（研究者２人が一組で勤務）、フレックス制（週２５時間を下
限）による研究支援 [東京女子医大] 

○「支援循環型体制」：支援を受けた女性教員が、ピアサポートやメンター支援
など相互支援や女性研究者育成というかたちで還元 [千葉大] 

○ユビキタスリサーチによる支援（自宅から研究を継続できるシステムを整備）
[日本女子大] 

○Ｗｅｂ会議システム構築、育児休業中の自宅での研究継続のためのＩＴ環境
[森林総研] 

33

女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成

～研究と出産・育児等との両立～

② 研究支援員等の支援

○育児・介護に携わる研究者に対する研究代替員の配置 [熊本大]

○産休・育休中における研究・実験補助者の雇用 [京都大] 

○大学院修了者や学生を支援研究者・研究補助者として雇用・派遣 [大阪大] 

○育児・介護の外部施設との連携（費用支援）、研究支援員の配置 [東京農工
大] 

○産休・育休中の教育研究代替のための人材需給システム構築、研究者パート
ナーのキャリア継続支援（若手研究者カップルの同居支援） [北海道大] 

34
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女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成

～研究と出産・育児等との両立～

③ 女性研究者の復帰支援

○「母校に戻ろうキャンペーン」：卒業生への母校におけるブラッシュアップ支
援、学内外から雇用発掘・再就職支援 [東京農工大] 

○「隠れた人材」（つくばにいる男性研究者の配偶者で育児のために研究をあき
らめた女性）を研究業務員として育成、研究者への復帰支援[物質・材料研究機
構] 

○女性研究中断者を採用、研究グループに派遣（インキュベーションシステム）
[神戸大] 

○非常勤研究助手の採用（研究を断念した卒業生） [日本女子大]

35

女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成

～女性研究者の積極的な登用・育成～

○部局人件費負担の軽減による女性教員の採用・昇任の促進
（ポジティブアクション北大方式） [北海道大] 

○優秀な研究者を発掘、国際学会参加等を支援、
学内の研究助成制度に女性枠を設置、
新規採用女性教員にスタートアップ経費を支援 [九州大] 

～意識改革の推進～

○「勤務時間９時から５時の徹底化」（全学的意識改革）[お茶の水女子大] 

○男性への意識改革セミナー等の開催 [京都大]

○意識改革プロモーション（上級管理職対象セミナー等の開催）[北海道大] 

36

女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成

～次世代への支援～

○女子学生－女性研究者交流サロン、小中高生への科学講座等 [奈良女子大] 

○サイエンスエンジェル制度（母校への出張セミナー、女子学生ネットワーク
等） [東北大] 

○中高生セミナー、女子学生エンカレッジセミナー、博士女子学生への助成制度
[名古屋大] 

○大学院生等に対するキャリアガイダンス、メンター制度の整備 [東京農工大] 

37
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女性研究者支援モデル育成女性研究者支援モデル育成

○有効性が高く評価されている施策

☆研究支援員（補助員）の配置
☆支援室やコンソーシアムオフィス等の支援施策の中核となる
組織設立及び専任スタッフの配置

☆柔軟な勤務態勢の構築、学内支援制度や規則の見直し
☆情報交換ネットワーク整備・確率（DB整備を含む）

☆病児保育・一般保育の実施
☆意識啓発活動の実施
☆理系を目指す女性を増やす施策、キャリア支援、就職支援
等

38

～文部科学省として～

＜女性研究者支援モデル育成＞

○効果の検証 ～効果的な支援のあり方

○支援の継続 ～モデルから定着へ

○成果の普及 ～有効な支援策の共有

○実施機関の拡大 ～民間企業等も含めた拡がり・連携

＜その他＞

○制度・運用の改善 ～研究資金、業績評価等

○女性教員の採用増 ～ポジティブアクション等の推進

○意識改革の推進 ～特に男性教員の意識改革が重要

女性研究者支援における今後の課題女性研究者支援における今後の課題

39

女性研究者支援システム改革（科学技術振興調整費）

女性研究者養成システム改革加速
○目 的： 多様な人材の育成・確保及び男女共同参画の推進の観点から、特に女性研究者の採用割合等が低い分野である、理

学系、工学系、農学系の研究を行う優れた女性研究者の養成を加速する。
本プログラムを実施し、機関におけるシステム改革に効果的な分野・規模で当該女性研究者の採用を行うことにより、

人材の多様化、研究の活性化及び男女共同参画意識の醸成、さらには、機関として本来取り組まなければならない柔軟
な組織編成や環境整備等を同時に促進し、総合的なシステム改革の構築を目指す。

○支援内容： 各機関において、安定的な職（任期を付さない職等）に優秀な女性研究者を新規に増員し養成する場合、養成経費とし
て採用規模を踏まえた支援を行う。

○対象機関： 大学、大学共同利用機関、国立試験研究機関及び独立行政法人
○実施期間： 原則５年間（３年目に中間評価） ※１人の女性研究者の支援期間は３年間を上限とする。
○実施規模： 原則年間１億円を上限（間接経費を含む）

＜選定に当たっての要件＞

◇機関において「男女共同参画」のための多様な環境整備や支援がシステムと
して独自に構築されているか、または、構築する予定があるか

◇養成計画が数値目標も含めて具体的であり、育成システムの構築に向けての
ミッションが明確か

◇５年間の支援期間における新規養成女性研究者の採用計画に基づき、継続的に
女性研究者を養成する予定があるか

◇支援期間終了後の、理学系、工学系、農学系の研究を行う女性研究者の採用計
画を数値目標として具体的に設定し、定着に向けた継続性を確保しているか
等

＜養成経費の使途（例）＞
※ここでいう女性研究者は、理学系、工学系、農学系の研究を行う者に限る

①新規養成女性研究者の研究費
（初年度スタートアップ研究費を含む）

②新規養成女性研究者の雇用経費
（新規養成女性研究者１人当たり、３００万円又は

雇用する経費の１／２のいずれか低い金額を上限とする）
③新規養成女性研究者の研究支援員雇用経費
④既在籍女性研究者の研究支援経費

（国際学会等参加関連経費、論文投稿の際の英文校閲経費等
研究スキルアップ経費）

平成21年度予算案：500百万円
（新規）

●「女性研究者支援システム改革」のイメージ図

Ｈ１８～

基盤的環境整備
のためのシステム
をより多くの機関
に普及

機関の
量的な充実

◆「女性研究者養成システム
改革加速」による支援

Ｈ２１～

優秀な女性研究
者の採用・養成加
速のためのシステ
ムを構築

女性研究者
の質の向上

◆「女性研究者支援モデル育成」
による支援

機関における
女性研究者支援の

更なる拡充！
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研究活動

○特別研究員（復帰支援）を拡充
【対象：出産・育児による研究中断から復帰する博士課程修了者等 月額36.4万円】

優れた男女の研究者が、出産・育児による研究中断後に、円滑に研究現場に
復帰することを支援。（H20予算：80人 → H21予算案：90人）

出産・育児から復帰する研究者を対象に研究奨励金（PD相当）

を支給し、円滑に研究現場に復帰

出産・育児から復帰する研究者を対象に研究奨励金（PD相当）

を支給し、円滑に研究現場に復帰

＜従前＞ ＜支援開始後＞

研究活動研究活動 壁 研究活動

出産・育児で研究現場を離れると、その間に研究業
績が上げられないため、次の研究ポストを得ることが
困難

出産・育児で研究現場を離れると、その間に研究業
績が上げられないため、次の研究ポストを得ることが
困難

出産・育児による研究中断からの復帰支援
特別研究員事業（日本学術振興会）における復帰支援枠（ＲＰＤ）の拡充

☆特別研究員事業☆

優れた若手研究者が、自由な発想のもとに主体的に研究に専念できるよう研究奨励金を支給する事業（昭和60年度～）。研究
奨励金の他、科学研究費補助金（研究奨励費）の申請資格が与えられる。

２１年度予算案：393百万円

（２０年度予算額：３４９百万円）
※運営費交付金中の推計額

復帰支援
（研究奨励金）

復帰支援
（研究奨励金）

出産・育児
による研究中断

出産・育児
による研究中断

出産・育児
による研究中断

出産・育児
による研究中断

41

○制度概要

戦略的創造研究推進事業に参画する研究員が、出産・育児・介護等のライフイベントを行う際に、当該研究員の申請に基づく各
年度の所要の審査を経て、年間300万円を上限として男女共同参画促進費を、当該研究者の所属する研究チームに支給する。

男女共同参画促進費の使途は、男女共同参画促進を図る本制度の趣旨に則ったものとする。具体的には、実験補助者の雇用、
研究促進のための消耗品、機器類購入など、研究費としての使途の範囲内で、対象となる研究員の研究を促進する、または負
担を軽減することに資するものとする。

＜目的＞
第３期科学技術基本計画において、女性研究者がその能力を最大限に発揮できるようにするため、競争的資金等において、研究と
出産・育児等の両立に配慮した措置を拡充することとされている。そのため、研究者がライフイベント（出産・育児・介護）に際し、研究
キャリアを中断することなく継続できること、また一時中断せざるを得ない場合は、可能となった時点で研究に復帰し、その後のキャ
リア継続が図れることを目的とした研究者支援制度を設け、男女共同参画社会の実現に資することを目指す。

支給申請支給申請支給申請
アドバイザリー

コミッティー
が審査・決定

アドバイザリーアドバイザリー
コミッティーコミッティー

が審査・決定が審査・決定

ライフイベント
発生

ライフイベントライフイベント
発生発生

男女共同参画費
の支給決定

男女共同参画費男女共同参画費
の支給決定の支給決定

○制度の流れ

出産・子育て等支援制度出産・子育て等支援制度 ～ライフイベント（出産・育児・介護）から研究への復帰を支援～

出産・子育て等支援制度 H21年度予算案 ５７百万円
（H20年度予算額 55百万円）

42

女子中高生の理系進路選択支援事業女子中高生の理系進路選択支援事業の概要の概要

■事業概要
科学技術分野で活躍する女性研究者・技術者、大学生らと女子中高生の交流機会の

提供や実験教室、出前授業の実施など、女子中高生の理系進路選択を支援する取り組みを実施する。
■対象機関

大学、大学共同利用機関、高等専門学校、独立行政法人、公設試験研究機関など

女子中高生の理系進路選択を
支援する取り組みを公募

理系分野に対する興味・関心を喚起する
さまざまな取り組みの実施

（期間：１年、金額：３００万円以内）

企画案応募

審査のポイント

①事業実施手法の有効性
②経理処理を含めた実施体制
③類似事業実施の実績
④事業の効果検証手法の有効性

大学、大学共同利用機関、高等専門学校、
独立行政法人、公設試験研究機関など

採択・委託

（独）科学技術振興機構

女性研究者・技術者による
中学校・高校への出前授業 実験教室

女子中学生・女子高校生

大学・高専入学

理系の進路を
選択

科学技術分野の女性科学者・技術者や女子大学
生らと合宿形式で一緒に過ごしながら、
講演、実験・実習、進路相談などを通じて、女子高
校生に科学技術分野への進路を考える
機会を提供。

（参考）女子高校生夏の学校

43
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＜平成１８年採択＞ ・名古屋大学 「女性科学者のロールモデル提示と中学校・高等学校女子生徒の科学分野への進路選択支援」

・岡山理科大学 「環境科学と生命科学を中心とした女子中学校・女子高等学校との連携」
・北海道大学 「”理科してみよう！” Be Ambitious，女子中学生」
・九州大学 「女子中高生向け「理系への招待」 ―同窓会組織との連携による理系進学者ロールモデル明示プラン―」
・東京大学 「海が好き！オーシャンサイエンスで活躍する女性研究者たち」
・秋田大学 「ロケットガール養成講座」
・東海大学 「現役女性科学技術者とその卵が紹介する理工系選択の道」
・東京工業大学 「体験！理系の殿堂」
・山梨大学 「Do! サイエンス Teen Age Girls」
・社団法人 原子力学会 「原子力分野から女子中高校生への発信「幅広い科学・技術が支える原子力の研究開発」」
・独立行政法人 国立女性教育会館 「理工系女性研究者・技術者ロールモデルの提供による進路選択支援」
・特定非営利活動法人 科学と市民社会のコミュニケーション 「女子高校生春の学校 ―ジュニア科学塾2007 in 関西―」

＜平成１９年採択＞ ・北海道大学 「”理科してみよう！” Be Ambitious, 女子中学生」
・山形大学 「We can do it！ 目指せ！理系ガールズ！」
・東京大学 「輝け未来！オーシャンサイエンスで活躍する女性研究者たち」
・東京農工大学 「理系のお仕事聞いてみよう！体験してみよう！ in 農工大」
・東京工業高等専門学校 「テクノ・ガールズ！－マンスリー・サイエンス・フェスタ in TOKYO-KOSEN－」
・山梨大学 「Do！サイエンス ガールズ」
・信州大学 「信州夏の学校「わたしもサイエンティスト！」」
・独立行政法人 国立女性教育会館 「女子高校生夏の学校 －科学・技術者のたまごたちへ－」

・特定非営利活動法人 科学と市民社会のコミュニケーション 「女子高校生ジュニア科学塾2008 in 関西」

＜平成２０年採択＞ ・北海道大学 「“理科してみよう！” Be Ambitious，女子中高生 ＜「数学の壁を越えよう！」編＞」

・広島工業大学 「身近な「不思議」からの自分探し講座 －女性技術者を育成する支援事業－」
・信州大学 「信州自然科学実験室「わたしもサイエンティスト！'08」」
・山梨大学 「Ｄｏ！サイエンス チャレンジ」
・東京理科大学 「「科学のマドンナ」プロジェクト」
・東京工業高等専門学校 「テクノ・ガールズ！マンスリー・サイエンス・フェスタ2008 ～科学の扉をノックしよう！～」
・鈴鹿工業高等専門学校 「続け、理系の卵たち！ 描け、貴女の未来予想図！」
・国立女性教育会館 「女子中高生夏の学校2008 ～科学･技術者のたまごたちへ～」
・静岡大学 「身近に感じる技術力 －プリクラ・携帯ストラップ・美容と化粧：つくる側から眺めてみると－」
・国立科学博物館 「ルーシーと私の楽しむカガクの時間＠サイエンスミュージアム」
・福山大学 「輝け 未来の女性Scientist Enjoy Science Lab!!」

女子中高生の理系進路選択支援事業女子中高生の理系進路選択支援事業 採択機関一覧採択機関一覧

44

5．静岡大学に期待すること

45

静 岡 大 学 に 期 待 す る こ と

○人を大切にする

○執行部のリーダーシップの下、男性教員の意識改革
を進める

○公正で透明性の高い人事システムを徹底する

○人材関係システム改革を一体的・全学的に推進する

○若手ポストを増やす

○保育施設を整備する
46
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６）学長と女性研究者との懇談会の実施 
目的   本学の女性研究者の現状について、学長および男女共同参画推進室員が女性教

員から直接話を聞き、今後の女性研究者支援策を考える上で参考とすること、

および女性研究者相互の情報交換の場とし、あわせて本学の女性研究者支援へ

の理解と浸透を図る機会とする。 
日時   ２００９年３月２日(月)１１：４５－１４：３０ 
場所   静岡キャンパス事務局５階大会議室 
参加者  静岡大学女性教員 
周知方法 全女性教員へメール配信 
 各参加者が、自己紹介とともに、女性研究者として、あるいは出産･育児･介護等と教育

研究との両立を図る中で抱えた問題、大学への要望や提案等について発言し、学長から、

女性研究者支援に関する大学としての見解表明と、参加者からの要望や提案に対するコメ

ントがあった。その後、懇談した。 
 女性教員から、抱える問題や提案･要望を直接聞くことができ、今後の女性研究者支援事

業における、研究環境の改善、研究活動支援の制度設計等に役立つ情報が得られた。女性

教員たちの交流ができ、女性教員によるネットワーク形成へ向けての端緒となった。また、

問題意識の共有化が進んだと思われる。こうした機会を望んでいた教員が少なからずいた

ことがわかり、今後もこうした機会を設けてほしいとの要望も出された。 
 参加者は、学長、女性教員１８名、および男女共同参画推進室から室長ほか計７名、合

計２６名であった。出席者は全女性教員７０名の３割以下であり、より多くの教員が参加

できる時期と方法の検討、および懇談会のより効果的な進め方の検討が課題と言えよう。 
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 サイエンス・カフェ in 静岡 ～夏休み特別企画～ 
 平成２０年８月７日（木）に県内の中高生を対象としたサイエンス・カフェを実施しました。 

 
 
 

 
 
 
 

若きサイエンティスト達の講演に、大きな興味と関心を抱いた学生も少なくないでしょう。 
これからも、静岡大学の次世代育成の取組みが浸透していくことを願います。 
 

http://www.shizuoka.ac.jp/sankaku/rinkpdf/report080807-science_natu.pdf 
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５．あなたはどのような雇用を望んでますか 

正社員 6

派遣 0

パートタイム 0

 

６．ライフビジョンとしてどのように考えていますか（現在のご希望） 

結婚、出産してもできるだけ仕事を続けたい 6

結婚しても仕事は続けたいが、出産したら辞めたい 0

結婚したら仕事を辞めたい 0

その他 0

 

７．その他ご意見等ご自由にお書きください 

 

 

 

 

 

 

・ 学内に女の人との横のつながりがもっとできると良いですね。 
・ 少し、かけはなれすぎたキャリアウーマンのかただったので、身近で、同じような環境

で、就職、結婚、出産などを経験した人の話が聞きたいです。 
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http://www.shizuoka.ac.jp/sankaku/rinkpdf/report090122-encourage.pdf 
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３）キッズサイエンスの開催 
プログラムの名称 父と子どもの化学実験教室 
テーマ      身の回りのものを科学の視点でとらえて体験しよう 
         ～水と汗、せっけんの力、電気のあしあと～ 
目的       次世代の女性研究者を育てる第一歩として、理科好きの子供を育てる

ために、親子で科学にふれる機会を提供する。子供たちに驚きや感動

を与え、科学を身近かに感じさせ、興味を持たせること、および本学

の附属学校園をこうした取り組みの拠点、発信地として活用すること

を目的とする。 
日時       2009 年 2 月 14 日(土)14:00－16:10 
場所       静岡大学教育学部附属特別支援学校「ゆうゆう館」（生活実習訓練施設）

参加者      附属幼稚園児とその父親、附属小学校児童(3 年生まで)とその父親、計

48 組 
周知方法     園児･児童へのチラシ配布、ポスター掲示 

プログラム    48 組を 16 組ずつ 3 グループに分けて、いずれのグループも、①水と

汗、せっけんの力、②電気のあしあと の実験を行った。 
第 1 グループ 14:00－14:30 
第 2 グループ 14:50－15:20 
第 3 グループ 15:40－16:10 

申し込み初日に定員を超える反響があり、2 グループ 32 組で実施の予定であったものを、

3 グループ 48 組に増やして対応した。この種のプログラムの人気の高さを実感した。 
親も楽しめる内容であったため、親子とも楽しそうであったが、子供の年齢が年少から

小学 3 年生と 6 歳の差があり、実験によっては難しそうに見えた園児もいた。教育学部教

員の監督の下、学部生、大学院生がアシスタントとして 2 組に 1 名ずつ付き、実験はスム

ーズに進んだ。 
男女合わせて 60 名の子供が参加した。家庭で再現可能な実験であったから、家庭で再度

やらされている父親がいるかもしれない。 
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http://www.shizuoka.ac.jp/sankaku/rinkpdf/report090214-kidsscience.pdf 
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２）ポスター展への出展 
№ 開催日 主催機関・内容 

1 2008/10/6 千葉大学シンポジウム｢キャンパスにおけるワーク･ライフ・バランスの実

現に向けて｣ 

2 2008/11/1 ７私立大学合同シンポジウム 

3 2008/12/1 

 ～12/2 

文部科学省・東京大学「女性研究者支援モデル育成」事業採択大学シンポ

ジウム「効果的な女性研究者支援システムを考える」                  

4 2008/12/10 

  

第31回日本分子生物学会年会・第81回日本生化学会大会合同大会(BMB20

08）男女共同参画企画ランチョンワークショップ 

5 2008/12/17 

  

神戸大学 ひょうごリサーチウーマンサミット―地域との連携をめざし

て― 

6 2009/1/15 宮崎大学第1回シンポジウム～研究者としての女性のチカラ～ 

7 2009/2/6 

  

慶應義塾大学ワークライフバランス研究センター 

第1回『ソーシャルキャピタルを育む女性研究者支援』シンポジウム 

8 2009/2/20 

  

静岡大学 

「女性研究者と家族が輝くオンデマンド支援」シンポジウム 

 

 

2009/2/20 静岡大学「女性研究者と家族が輝くオンデマンド支援」シンポジウム 

ポスター展の様子 
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